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ICVCM、CCP の評価枠組みの策定スケジュール発表 

ICVCM、ボランタリークレジットの質を確保するための原

則、CCP の評価枠組み（AF）の策定スケジュール発表 
ボランタリークレジット市場の質の確保のために、設立された ICVCMは、3月

16 日に、ボランタリークレジットの質を確保するための原則（Core Carbon 

Principles、CCP）の評価枠組み（AF）の策定スケジュールを発表した 1。 

ICVCMの前身、TSVCMが昨年、2021年 1月に発表した報告書において示

されていた CCP については、さらに具体的に適用するための手続き、基準

が求められていた。ICVCM の今回の発表では、今後、5 月に案を発表し、そ

の後、一般からのコメントを踏まえて、2022 年第三四半期に最終版を発表す

る形で作業が進められることとなった。 

ボランタリークレジットの質の向上、確保のために ICVCM に大きな期待が寄

せられており、今後の ICVCM における検討作業は、大きな注目を集めてい

くものと思われる。 

しかし、TSVCM の代表であった前イングランド銀行総裁の Mark Carney 氏

が特別顧問に退くなど、内部の意見対立をうかがわせる動きも見られる。また、

共同議長を努めるHugh Sealy氏が急死する予想外の事態も生じた。Sealy氏

は、CDM 理事会の理事や、パリ協定第６条のルールブックの交渉でファシリ

テーターを務めるなど、多様な見解をまとめ上げていく経験を積んだ専門家

であった。ICVCM の今後の検討作業では、多様な見解を踏まえて一定の方

向性を見出していくことが求められており、そのために必要な人材が失われ

たこととなる。今後の ICVCM の検討作業に影響を及ぼす可能性もある。 

 

 

 
1 https://icvcm.org/integrity-council-announces-timetable-for-new-voluntary-carbon-market-
standards/ 
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